
タ
カ

タ
カ
ノ
シ
ン
カ
イ
鷲
野
新
開
↓
タ
カ
パ
シ
Y

一

カ

イ

限

場

新

聞

。

一

主
力
ノ
ス
ア
キ
カ
ツ

鷹
栖
明
雄

辺
都
伊
吉

・
一

左
門
。
初
め
前
倒
吉
徳
の
御
部
屋
附
と
な
り
て
新
知
一

百
一
カ
十
石
を
領

L
、
竿
保
四
年
御
附
大
小
作
航
自
に
一

生
カ
ノ
ス
ダ
キ

鷲
樋
滴
河
北
柿
阪
ぷ
廿
そ
統
れ

抽出み
、
九
年
二
百
石
を
加
へ
、
次
第
に
界
話
し
て
新
一
る
杭
谷
川
に
怒
る
。
大
小
の
三
龍
樹
泌
約
し
、
上
税

務
印
刷
に
至
。
、
施
延
三
年
限
隠
し
て
休
践
と
蹴
し
、

一
の
も
の
は
お
さ
一
抗
米
崎
一
米
一
一
、
次
は
防
さ
九
米

貸
料
三
年
十
月
二
日
七
十
二
齢
世
以
て
波
し
た
。

一
間
一
米
入
、
次
は
お
さ
尻
米
幅
一
米
こ
で
あ
弔
。

h
F
カ
ノ
ス
イ
シ
鷹
巣
石
石
川
郡
椴
領
に
歪
す
一

生
カ
ノ
ス
ノ
量
生
カ
ヒ

窓
畿
の
毅
天
正
十
一
一

る
石
材
。
石
英
組
問
岩
質
凝
灰
岩
で
、
都
政
白
色
石
一
年
三
月
什
一
日
佐
々
成
政
は
、
先
に
附
旧
利
家
の
お

器
巾
に
白
色
際
を
混
じ
・
質
は
脆
弱
で
あ
る
0

剛
山
県
一
に
犯
泊
を
攻
限
せ
ら
れ
た
に
報
館
せ
ん
と
し
、
河
北

山
は
剤
領
山
と
同
一
で
あ
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
り
、

一
郡
山
梨
に
入
っ
て
民
家
を
茨
卸
し
た
o
利
家
之
を
間

外
に
相
合
谷
・懐
見

-m原
髭
の
石
材
も
、
問
じ
〈
随
一

い
て
直
に
出
馬
し
、
そ
の
脱
出
品
に
認
し
た
時
に
は
飢

巣
石
と
呼
ば
れ
て
図
る
。
そ
の
組
合
谷
と
盤
見
産
と
一
に
佐
々
箪
の
退
却
後
で

あ
っ
た
が
、
村
升
長
級
・不

は
、
淡
背
色
石
江
戸
中
に
料
飲
叉
は
際
炊
の
陶
土
緩
物
一
阪
直
光
等
追
跡
し
て
敵=一
イ
除
人
育
所
っ
た
。

買
を
混
じ
、
鰐
原
産
は
帯
談
背
色
石
基
申
に
白
色
大

一

生
カ
ノ
ス
フ
ド
ウ

昭
島
識
不
動
刑
制
同
部
副
捕
筒

形
際
献
の
陶
土
絞
石
慣
を
混
ず
る
。
一
海
岸
に
あ
る
。
能
号
名
跡
芯
に
、『
磁
に
揃
あ
り
。
阻

h
F
カ
ノ
ス
イ
ハ
驚
巣
鰻

羽
咋
郡
縞
捕
の
北
方
一
川
県
の
不
動
と
て
恕
像
あ
り
o
此
所
は
昔
日
納
左
衛
門

海
中
に
在
る
o
憾
の
胤
附
一
四
玄
米
、
高
さ
三
回
米
。
一
と
て
郷
土
佐
み
し
跡
あ
り
し
に
、
信
出
削
れ
て
名
の
み

質
問
の
剥
替
に
、『
制
捕
村
領
殴
段
岩
海
遊
に
有
之
。
二
倒
れ
り
。
』
と
あ
る
。

定
の
=
一
-
チ
。
寛
文
九
年
前

m綱
紀
に
仕
へ
て
奥
小
将

と
な
り
、
二
百
近
十
石
を
受
け
、
在
同
凶
}
乱
年
百
}
九
十

石
ゃ
ん
加
へ
、
天
利
二
年
潟
廻
組
に
巡
り
、
点
字
二
年

残
し
た
o

hz
ガ
ナ
ホ
マ
サ
多
賀
直
昌

遇
税
刑
部

・
懲

一

右
術
門
。
左
逗
直
前
の
子
。
文
政
四
年
父
の
也
知
五

千
石
を
製
ぎ
、定
火
消
・公
取
揚
奉
行
・品
川
寺
祉
事
行
・

守
枇
潜
行
に
任
じ
、
十
二
年
六
月
三
日
三
十
入
放
を

以
て
盟
。
直
昌
は
宗
和
流
の
茶
道
に
怒
し
、
そ
の
家

元
と
鰐
し
た。

h
M
カ
ナ
ラ
シ

高
平
均

』
ツ
ポ
モ
チ
伴
持
o

h
F
カ
ネ
ヲ

高
一
根
尾
以
来
郡
櫛
比
庄
に
回
す
る

部
出
問
。

先
年
陸
地
王
を
懸
候
同
巾
偲
候
。
』
と
あ
る
。

主
力
J
ス
ギ
ヨ
ウ
プ
窓
箔
刑
部
氏
は
羽
白
太

郎
左
衛
門
宗
怖
の
子
で
、以
泌
氏
に
縫
は
れ
た
も
の
。

前
回
利
家
に
仕
へ
て
職
五
百
抗
十
石
に
来
り
、
阿世長

十
入
年
間
問
。

子
孫
相
聞
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

主
力
ノ
ス
ジ
ヨ
ウ

鷹
巣
按
石
川
部
商
市
，
搬
に

在
っ
た
。
組
問
切
到
三
州
志
放
城
考
に
、
こ
の
域
対
前

而
は
西
、
後
而
は
東
で
、
大
小
六
阻
に
分
か
れ
、
開

川
が
西
南
を
廻
っ
て
総
般
の
削
京
地
で
あ
る
。
天
正
四

年
城
主
平
野
訓
右
衛
門
〈
甚
右
衛
門
何
人
か
)
が
居
た

が
、
五
年
館
後
に
去
っ
た
。
次
い
で
八
年
佐
久
間
同
町

政
は
之
そ
修
め
、
桁
槌
窃
左
術
門
そ
む
い
た
と
杷
す

る
。
文
官
家
見
防
相
障
に
、
天
正
十
三
年
三
且
廿
一
日

佐
々
成
政
加
州
制
自
民
栢
と
鋭
捌
ひ
、
前
川
利
家
即

時
に
出
陣
県
出
国
し
た
と
も
あ
る
。

タ
カ
ノ
ス
シ
ョ
ウ
ウ
ン
張
巣
松
雲
一

衆
道
。

ウ

』
Y

ユ
ド

h
F
カ
ハ
シ
ジ
ザ
エ
モ
ン

高
橋
治
左
衛
門

初
め

て
前

m利
回
目
に
仕

へ
、
政
百
八
十
石
に
主
っ
た
。
子

路
相
酬
嗣
い
で
滞
に
仕
へ
る
。

主
力
ハ
シ
ジ
ユ
ウ
ロ
ザ
Z

モ

ン

高

橋
十
郎
左
衛

門

大
山
一
一
寺
裕
士
。
廷
判
μ
抗
年
六
月
初
め
て
来
仕
L
、

山
山
山
流
の
兵
限
荷
仰
へ
た
。
十
郎
友
御
門
は
山
臨
議

行
が
街
路
赤
砲
に
諭
せ
ら
れ
て
ゐ
た
時
之
や
-
思
ん
だ

と
い
ふ
o

h
F
カ
ハ
シ
シ
ン
ザ
エ
モ
ン

高
橋
新
左
衛

門

長

手
ご
年
一
向
一
伎
の
隊
将
で
あ
っ
た
。
山
田
景
胤
云

ふ
、
河
北
郡
木
目
谷
村
舗
に
、
今
土
人
城
山
と
言
ひ

仰
へ
る
市
山
が
あ
る
。
一一
品
師
削
除
九
郎
と
云
ふ
者
居
住
し
、

そ
れ
よ
り
七
左
衛
門
と
云
」
者
ま
で
五
代
続
い
た

が
、
七
左
衛
門
の
子
の
時
か
ら
土
{
毘
と
な
っ
た
と
併

へ
る
。
然
れ
ば
か
の
新
左
衛
門
は
此
の
艇
で
あ
ら
う

h

努
力
ノ
ヤ
マ

高
野
山

能
安
部
坪
野
の
部
沼
南

方
に
お
る
山
。
お
さ
三
七
三
米
。
地
質
第
三
紀
肘
。

h
F
カ
ハ
シ
カ
ナ
イ
ヌ
マ
ル

高
橋
金
犬
丸

朝
野

群
搬
天
山
内
三
年
十
二
月
什
抗
日
者
鈷
囚
人
動
文
に
、

『打M
M
間
金
犬
丸
年
一

一十
五
。
加
賀
凶
人
。
臓
物
資
怒
川

臓
布
二
制
三
丈
O

右
一
人
天
門
前
=
年
十
二
且
サ
二
日

曜
二
年
従
-
省
也
。

ω所
ν
限
役
以
続
出
ぃ
。
宜
ν
従己

放
施
。』
と
見
え
る。

タ
カ
ハ
シ
サ
ダ
カ
h

声

高
橋
定
賢

辺
都
久
三
郎
。

初
め
新
請
に
任
じ
、
前
倒
治
術
及
び
列
簡
の
近
習
と

な
り
、
文
化
七
年
新
知
百
石
を
得
て
制
外
に
列
L
、

文
政
イ
年
御
閉
山
式
御
用
鐙
と
な
り
、
天
保
三
年
五
，寸

布
を
加

へ
、
四
年
役
鋭
出
銀
山
町
川
郵
翠
行
に
任
じ
、
七

年
六
十
七
肢
を
以
て
授
。
子
孫
相
鱗
い
で
滞
に
仕
へ

司
令
。

hm
カ
ノ
ス
ヤ
マ
窓
誕百
山

風
奈
川
柑
施
…
野
部
wm
の

町
出
方
に
在
る
山
0
.M
さ
=
八

O
米
。

地
問
卸
石
安
山

岩。

五
O
五

-ζ

。hmカ
ハ
シ
ト
ミ
Z

高
橋
宮
兄

初
名
目
迎

・
日

季
。
文
政
八
年
波
月
金
仰
に
生
ま
れ
、
凶
取
を
凶
巾

明
之
に
明
日
ひ
、
梅
附
叉
は
古
祭
舎
と
観
し
た
。
，
b
永

五
年
明
倫
蛍
閥
嬰
代
講
を
命
ぜ
ら
れ
、
次
い
で
閥
ハ
イ

烹
講
師
に
担
み
、
維
新
の
後
部
附
胞
の
枇
一岡
係

・
各
mm

p
↑
校
教
仰
を
絞
て
第
四
一
品
等
中
原
校
教
授
に
主
っ

た
。
大
正
三
年
九
且
夜
、
平
年
九
十
。

頭
脳
石
川
歌

集
・日
本
文
法
問
答
・凶
文
規
範

十
制
抄
校
本
等
は
、

そ
の
一
昔
作
中
の
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
。

主
力
ハ
シ
ヘ
イ
ベ
Z

高
橋
平
兵
衛
臨
心
出
向

mの
入
。
弘
化
の
頃
御
扶
持
人
十
村
で
あ
っ
た
。
日

時
一一品出
川
は
下
流
幅
狭
〈
、
排
水
不
充
分
で
あ
っ
た

た
め
、
平
兵
衛
は
新
川
や
-
槻
務
す
る
こ
と
を
企
て
、

四
年
除
や
-蛇
し
て
お
永
二
年
設
成
し
た
。
し
か
も
滞

疫
の
好
感
を
得
ず

L
て
、

一
時
一
中
十
村
に
泊
さ
れ
た

と
い
ふ
。

主
力
ハ
シ
ョ
ウ
一
一日間
羽
庄

悦
馴
寺
紙

m
m但天
隠

七
年
の
文
部
に
加
賀
凶
一
一品
沼
拡
が
見
え
、
又
は
治
三

年
十
月
二
日
加
賀
守
の
位
制
寺
座
明
肪
先
に
興

へ
た

器
犯
紋
に
、
大
野
榔
町
羽

・
治
則
と
あ
る
。
大
軒
怖

が
大
野
郷
の
誌
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
応

用
羽
の
地
は
今
明
ら
か
で
な
い
。

主
カ
バ
シ
ン
カ
イ

昭
島
場
新
開
御
凶
揚
新
聞
と

は
寛
政

・文
化
の
頃
に
あ
っ
た
こ
と
で
、
滞
侠
の
御

出
場
で
あ
る
郊
野
を
新
聞
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
御
門
引

用
援
に
謹

L
、
若
担
併
に
伺
う
た
上
で
、
新
聞
の
治

可
を
奥

へ
ら
れ
た
。
御
臨
場
新
聞
は
ま
た
御
間
野
新

聞
と
も
い
う
た
。

h
F
カ
パ
h
F
ケ

高

畠

石

川
郡
米
丸
郷
に
臨
す
る

nh'd伊

蔀
盟
問
。
こ
の
村
鎮
の
東
方
の
畑
に
耐
聞
の
字
が
あ
る
。

h
F
カ
パ
生
ケ

一同畠

鹿
島
郡
高
品
庄
に
邸
す
る

部
務
。
得
江
文
mm
制
限
二
年

E
Z得
江
.
石
一
土
丸
代
H
K


